






































































学年区分 人数 性別 備考
小学生 1年生 1名 男１
2年生 1名 女１ 体験として参加
3年生 1名 女１
4年生 3名 男３ 特別支援学級在籍１
5年生 1名 男１
6年生 1名 男１
中学生 1年生 1名 男１
2年生 2名 男1女１
高校生 1年生 3名 男2女１
2年生 1名 男１
3年生 1名 男１
卒塾生 2名 男１女１ 大学2年生、社会人2年目







































































































図 1　話し合いの様子 図 2　プレゼンテーションの様子
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4．考察
今回、初めて小学生から高校生までのSSTグループの塾生の合同活動を実施した。異年齢
の集団活動を通して、活動がもたらした対人関係スキルの効果および塾生の発言から見える
青年期の自己理解について以下に考察する。
1）異年齢活動の効果
今回参加した児童生徒らは、小学1年生から大学生までと児童期から思春期、青年期前
期と幅広いライフステージを生きている。各々が帰属している集団があり、その同年齢集
団の中では多様なニーズと困難さを持っていることが多く、学校生活の中で躓きや戸惑い
など生きにくさを感じている。ひかり野塾におけるSSTグループにおいては、個々の個別
目標と介入の視点をプログラムに組み込み、集団指導を実施している。今回参加した中高
校生の参加者のほとんどが、小学生から利用している生徒が多く、我々は支援者として、
長く継続した支援を実施してきている。児童期から思春期、そして青年期と年齢が上がる
中で、行動特性の変化やその時期ごとの困難さの変化への対応が求められ、その度対応し
てきた。しかし、通常は横断的に現状をとらえることに主軸が置かれ、それぞれの塾生が
帰属している集団に対しての適応スキルに重きをおいた介入になっている。
しかし、今回は異年齢集団での活動の中で、高校生が言いかけた意見を堪え、小学生の
意見を尊重した場面などのエピソードにもみられるように、「言葉遣い」「遠慮」「譲る」
など相手に合わせるという行動が多数見られた。荒木（1990）は役割取得能力を、自分
の考えた気持ちと同等に他者の立場に立って、その人の考えた気持ちを推し量り、調整し
て対人行動に活かす能力と定義付けている。本間（2019）は発達障害児では役割取得能
力が低いことも示唆している。今回は年齢差がある対象という点においては、高校生らに
とっては自分より下の年齢の参加者に対して、気持ちを調整する事が強化され、対人行動
の関わり方に活かす事が出来たと示唆される。また、学校生活が長いことで、特別活動な
どの経験が豊富であることが、単にコミュニケーションスキル以外に「リーダーシップ」
などの社会経験や生活経験が活用されたのではないかと考える。一方で、小学生らにとっ
ては、自己の感情を内省する能力が育ち切れず、自己中心性が優位な面が見られたことが
示唆される。異年齢集団におけるSSTの経験は、年齢が高い児童生徒にとっては、対人ス
キルに加え、リーダーシップの向上にも効果的であるとのではないかと考える。
2）青年期の自己理解
活動中に、高校生の参加者が小学生に感じた発言の内容はとても印象深いものがある。
彼らは同年齢集団の中では、さまざまな対人関係の構築に対して緊張感のある学校生活を
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日々送っている。今回の異年齢集団での活動を通して、過去の自己の記憶と目の前の小学
生の行動を客観的に対比するきっかけとなった。そこで、改めて自己と向き合う機会になっ
たと思われる。多動性や衝動性の症状の中心にいる自己は夢中な状態であり、自分自信の
行動や感情を統制することは困難なことが多い。また岩本（2019）は、定型発達児と発
達障害児では心の理論の形成プロセスが異なることを指し、このことはその先にある高度
な概念発達にも影響を及ぼすと指摘している。しかし、目の前の小学生の行動を客観視す
ることで、幼き日の自己や今までの経験の蓄積を振り返る事ができ、自己理解が促進され
たのではないかと考える。飯田（2007）は、自閉症の子どもたちも思春期になると他人
の意図や考えが分かるようになり、自分の特徴に気付くようになると述べている。さらに、
自分は皆と違うという、他者からみた「自分」という観点が成立するためと述べている。
今回、高校生らにとっては、「過去の自分」からみた「今の自分」という観点に基づき、
現在の自己と向き合い、肯定的に「今の自分」をとらえたが故の発言につながったのでは
ないかと考える。
梅永は「発達障害者の支援はある時期だけ集中的に行えばいいのではなく、ある意味一
生涯必要である」と述べており、支援の中には、様々なライフステージで抱える課題に向
き合い、サポートする事が中心である。その中で、異年齢集団と関わる経験は、改めて自
己の役割や自己の理解が深まり、自己の内省の一助になることが示唆された。　　
また、今回卒塾生として、社会人の2名がボランティアスタッフとして参加してくれた。
以前は、支援される側であったが、今回のボランティアという立場を意識して、準備から
参加者のサポート、片付けなど全体の流れを見ながら率先して動く姿がとても印象的で
あった。卒塾生らは、高等教育を終える際に、進路という大きなハードルを越えている。
自分がどうしたいかなど、自己の内面と向き合った経験を持っている。卒塾生にとっては、
自己の振り返りの機会としては同様であるが、現在の自分の立場を理解し行動化できた背
景には自己のアイデンティティが確立しつつあるライフステージにあるからではないかと
考える。
今回、幅の広い年齢層の合同活動であったが、参加者各々の目線から感じるものが大き
かったと思われる。青年期にある中高生および卒塾生にとっては、小さい子と関わる事で
自己をコントロールし、自分自身の理解につながり、また小学生メンバーにとっては、受
け止めてもらえる安心感の中にも、遠慮という社会性を学ぶ機会になりお互いにエンパ
ワーメントされたのではないかと考える。異年齢集団SSTは、対人スキルの向上やリー
ダーシップ力の向上のみならず、自己理解の促進として効果があるのではないかと示唆さ
れた。
また、スタッフにとっても、異年齢集団における児童・生徒らのかかわりの実態やコ
教育・教職センター　特別支援教育研究年報 第12号 2020
─ 23 ─
ミュニケーション行動特性を把握することで、進学や就学などライフステージの変化に
よって必要とされる環境適応について予測することができる。ひかり野塾における今後の
支援実践の幅を広げる可能性をもたらすと考えられる。
今後も、異年齢交流を促進するプログラムを継続し、取り入れていきたいと考える。
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